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（浮世絵に描かれる北区） 江戸名所図会  飛鳥山      （初代：歌川広重 1843～47 年） 

 表紙の浮世絵には、富士を望む飛鳥山山上で歌舞音曲を楽しむ女性たちが描かれています。作品名は 

「江戸名所図会 飛鳥山」とありますが、「江戸名所図会」とは江戸時代後期の天保年間（1836,1836 年） 

に刊行された江戸の地誌で絵入りの名所案内です。長谷川雪旦の描いた鳥瞰図も有名です。 

広重自身、「江戸名所図会」に掲載された鳥瞰図を参照して「王子稲荷全図」「王子瀧の川」など複数 

の作品を描いています。本作は前記地誌名を冠した挑戦的な作品といえますが、松の巨木のもと晴れ着 

の女性たちの姿は美人画を観るようです。（北区飛鳥山博物館所蔵） 
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 巻頭言 

  「労働生産性と安全性の両立を目指して」 

   王子労働基準協会支部 総務部会長  堀 正 信 

           （TOPPAN クロレ株式会社） 

 

 

私たちが働く北区王子の地は、近代日本経済の父と称される渋沢栄一翁が晩年を過ごされた地

として広く知られています。翁はこの飛鳥山の地を拠点に、多くの企業の育成や社会事業に尽力さ

れ、日本の近代化に大きな足跡を残されました。 

新一万円札の肖像にも選ばれた渋沢栄一翁は、『論語と算盤
そろばん

』の中で、「道徳と経済は両立する」

という考え方を説かれました。利益を追求することと、人として正しい行動をとることは決して相

反するものではなく、その両方を大切にすることが企業の発展につながるという教えです。この考

え方は、私たちの職場における「労働生産性」と「安全性」の関係にも通じています。 

近年、多くの企業では人手不足や物価上昇などへの対応として、労働生産性の向上に向けた取

り組みが進められています。限られた人員や時間の中で、より高い成果を上げることは企業経営に

とって重要な課題です。しかし、労働生産性だけを追い求め、安全への配慮がおろそかになれば、

労働災害や品質事故などの重大な問題を招きかねません。 

一方で、安全は労働生産性の向上と対立するものではありません。整理整頓された職場は作業

効率を高め、設備の点検やルールの遵守はトラブルを未然に防ぎます。安心して働ける環境がある

からこそ、一人ひとりが能力を発揮し、高い成果につなげることができます。労働生産性の向上と

安全の確保は、まさに車の両輪と言えるでしょう。 

安全への取り組みは、単なるコストではなく未来への投資です。事故を防ぐことは働く人の命

と健康を守るだけでなく、企業の信頼や事業の継続にもつながります。 

もっとも、「安全第一」とは、経済性を無視した過剰な投資を行うことを意味するものではあり

ません。限られた経営資源の中でリスクを的確に把握し、優先順位を見極めながら、効果的かつ合

理的な安全対策を講じていくことが重要です。 

安全と経済性は対立するものではなく、互いを支え合う関係にあります。持続的な事業運営を

実現するためには、その両者のバランスを取りながら取り組みを進めていくことが求められます。 

私たち王子地区で活動する者にとって、渋沢栄一翁の教えは決して遠い存在ではありません。

翁が説かれた「道徳と経済の両立」、すなわち社会への責任を果たしながら企業を発展させるとい

う理念は、現代の職場にもそのまま当てはまります。 

私たちは、渋沢栄一翁ゆかりの地に集う者として、『論語と算盤』の精神を大切にしながら、労

働生産性の向上と安全の確保の両立を目指していきたいと思います。効率や利益だけを追うのでは

なく、また安全の名の下に経済合理性を見失うことなく、安全と信頼を基盤とした事業運営を進め

ることが、働く人、企業、そして地域社会の持続的な発展につながるものと確信しています。 

「安全なくして生産なし、生産なくして事業の発展なし」 

この言葉を胸に刻みながら、これからも安全をすべての活動の基盤とし、その上に労働生産性

の向上を積み重ねることで、働く人々が安心して活躍できる職場づくりと、地域社会のさらなる発

展に貢献してまいりましょう。 
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◇ 令和８年度 全 国 安 全 週 間 説 明 会 
    

 第９９回全国安全週間 スローガン 

          「多様な人材 全員参加 みんなで育てる安全職場」 

 

 

 

 

 

 

 

第９９回全国安全週間説明会が、６月１６日（火）北とぴあつつじホールにおいて王子労働基準監督署との共

催で開催され、約８０事業場ほどの参加がありました。 

 説明会冒頭、王子労働基準監督署、橋本署長からは令和７年の東京局管内における労働災害の発生状況並びに、

令和５年度からスタートした第１４次労働災害防止計画の推進について触れた後、「労働者の高齢化への対応に

ついて、急速に少子高齢化が進んでいる中で、高齢者の転倒災害が近年 

多増加しております。転倒災害は全災害のうち約３割、その件数の約６ 

割が５０歳以上によるものです。こうした高年齢労働者の災害の発生を 

食い止めるために、改正労働安全衛生法で『高年齢者の労働災害の防止 

のための措置』の条項が４月１日に施行され、併せて指針も公示されま 

した。職場の平均年齢が高くなっていくことは避けられません。人手不 

足の解消のためにも高年齢労働者が安全に働ける職場づくりを目指して 

いただければと思います。次に熱中症について、熱中症で搬送された方 

の約５５％が６５歳以上とのことです。高血圧、糖尿病に持病のある方 

は熱中症のリスクが高いと言われています。昨年から、企業の熱中症対策が義務化されましたが、熱中症につい

ての安全衛生管理体制をしっかりと作る、熱中症が発生した場合にやるべきことを会社の方で手順書にして作っ

ておくこと、また、高年齢者も含めて働く方の健康診断結果を把握しておくことが大事です。熱中症は意識して

防げる災害です。」等の話がありました。続いて、王子労働基準協会支部、穂積衛生部会長からは、令和８年度の

全国安全週間スローガンのについて「まず『多様な人材』という言葉です。この『多様化』、職場の活性化という

ポジティブな面があると思いますが、価値観や言語、身体能力の異なる人々の混在で、従来通りの安全対策が通

用しにくくなってきていると思うわけです。これからは『個々の違い』を前提として受け入れ、誰にでも伝わる

安全管理の手法を整え、一人ひとりの安全意識を更新していくことも必要だと感じます。続いて、スローガンの

核である『全員参加で育てる』という視点ですが、職場の中で、キャリアや立場に関係なく、誰もが『あそこが

危ない』『この手順は少し無理があるよ』とためらわず声を上げられる空気、そしてその声を受け止められる職場

の包容力、こうした土壌が安全を『育てる』ための第一歩になるのだと思います。この『声を掛け合える風土』

は、単にモノや手順の不備を見つけるだけでなく、現場で働く同僚の『いつもと違う状態』に気づくためにも大 

 
  王子労働基準監督署 橋本署長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
王子労働基準協会支部 穂積衛生部会長 

 
島澤 第二方面産業安全専門官 



（４）第２６５号                                   王子労基協会報 

 

切です。多様な人材が働く現代だからこそ、マニュアル通りの管理だけではなく、「お互いの状態を気遣う目配

り」が、より重要な安全対策となります。こうした日常のコミュニケーションが、一部の管理者だけでなく、全

員主役でお互いを支え合う『全員参加で安全職場を育てる』という姿につながるのではないかと受け止めていま

す。」等の話がありました。 

〇 全国安全週間実施要項及び最近の法改正等について 

       王子労働基準監督署 島澤 地方産業安全専門官 

 東京労働局管内における労働災害の発生状況の推移、並びに王 

子署管内の発生状況について説明。労働災害が多発する業種を実 

際に挙て、当該業種における多発する災害の種類について説明し 

た後、業種の災害特性に応じた対策の強化を要請した。安全週間 

実施要項については実施事項の内容等について、一過性に終わる 

ことなく実施するよう要請した。最近の法改正等ついて説明し、 

熱中症への注意喚起を行った。 

○ 特別講演 「ヒューマンエラーとその防止対策」 

中央労働災害防止協会 教育ゼロ災推進部 

                       角田 和義 様  

   角田講師からは中災防より発行されている、小冊子「指差し呼称で安全職場」 

  をテキストにして、KYT 活動への取り組み、指差し呼称の実践を中心にした 

ヒューマンエラーの防止対策について話がありました。 

〇 ハローワーク王子からの連絡事項 

           王子公共職業安定所   山賀 統括職業指導官 

   山賀統括職業指導官からは、ハローワーク王子が開催する各種イベントの 

内容説明、参加企業の募集案内の他、障害者雇用率制度等の説明がありました。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハローワーク王子  

山賀 統括職業指導官 

 
中央労働災害防止協会 

  角田 和義 様 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度「熱中症予防管理者労働衛生教育」 

令和８年６月１７日、北とぴあ第一研修室に於いて

足立荒川、上野支部との３支部共催で上記講習会を

を開催しました。受講者は２６名でした。 

 

 
         講習会光景 

高年齢労働者労働災害防止講習会 

令和８年７月９日、近年増加傾向にある高年齢労

働者の労働災害を防止するため、北産業連合会の

後援を受けて王子労働基準監督署との共催で王子

工業会館２階会議室に於いて上記講習会を開催致

しました。中央労働災害防止協会、水沼今日子氏に 

話をして頂きました。受講者は４０名でした。 

 

 
         講習会光景 
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問 合 先: 王子労働基準監督署  

方面 03-6679-0183 安全衛生担当 03-6679-0186 労災課 03-6679-0226 
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問 合 先: 王子労働基準監督署 

 方面 03-6679-0183 安全衛生担当 03-6679-0186 労災課 03-6679-0226 
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（ハローワーク王子だより） 
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（地産保だより） 

  

 

 



 ６月 

 

◆６・ ４ 第１回労務管理等実務講習会 

       （王子工業会館会議室） 

◆６・ ５ 会報第２６４号発行 

       （王子労働基準協会支部） 

◆６・１１ （公社）東基連定時総会 

           （上野、精養軒） 

◆６・１６ 令和８年度全国安全週間説明会 

       （北とぴあつつじホール） 

◆６・１７ 熱中症予防セミナー 

       （北とぴあ第１研修室） 

◆６・１８ 会報第２６５号編集会議 

      （王子労働基準監督署会議室） 

 

 

７月 

 

◆７・ ４ 第２２回東京産業安全衛生大会 

        （一ツ橋ホール） 

（Safe Work Tokyo 2026） 

◆７・ ９ 高年齢労働者労働災害講習会 

       （王子工業会館会議室） 
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           協会だより６月～７月の主な事業活動 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

      

 

 

    編集後記 
                    総務部会 幹事  村井 秀彰 

                                                     （株式会社ニトリホールディングス） 

 

甚暑の折、会員皆々様におかれましては、ますますご活躍のことと存じ上げます。 

さて近年、「ウェルビーイング（well-being：心身の健康と幸福）」という考え方が広く浸透しつつありま

す。これは単に病気でない状態を指すのではなく、心と体の両面が満たされ、社会の中で安心して生活し、働

ける状態を意味するものです。国連が掲げる持続可能な開発目標（SDGs）の達成期限である 2030年を見据え、

2027年秋には新たな国際的枠組みに向けた議論が本格化すると見られています。その中では、人々の幸福や健

康を重視する「SWGs（Sustainable Well-being Goals）」という考え方にも注目が集まっており、ウェルビー

イングの重要性はさらに高まっていくことでしょう。 

現代社会では、業務の多忙化やデジタル化の進展により、知らず知らずのうちに疲労やストレスが蓄積しやす

い環境にあります。その結果、生活リズムの乱れや体調不良につながるケースも少なくありません。そのた

め、十分な睡眠の確保、適度な運動、栄養バランスの取れた食事など、日常の基本を見直すことがウェルビー

イングの維持・向上には欠かせません。 

また、こうした取り組みは個人だけでなく、職場全体で支え合うことも重要です。互いに配慮し合い、安心し

て働ける環境を整えることは、生産性の向上や組織の活性化にも寄与します。近年は、「人々がどれだけ幸せ

で豊かな生活を送れているか」を重視する考え方に大きな関心が寄せられており、企業においても従業員一人

ひとりの健康や働きがいを重視し、生産性の向上につなげる取り組みが進められています。 

日々の忙しさの中ではありますが、ご自身の心と体に目を向け、小さな意識改革を積み重ねていただければ幸

いです。残暑厳しき折、皆様のますますのご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

 

※お知らせ 

当支部ホームペ－ジに『会員ページ』欄を作りま 

したが、掲載内容については検討中です。掲載内 

容が固まり次第、会員の皆様にお知らせ致します。 

（ＰＷは未設定です） 
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